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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底壁と、前記底壁の周縁からその上面を囲むように延びる側壁とによって毛髪化粧料の
収容空間が形成された毛髪化粧料用トレイであって、
　前記側壁として、前記底壁の上面から１２０～１７０°の角度で傾斜した傾斜平面を形
成する側壁を備え、
　前記傾斜平面の上端には段部が形成され、
　前記段部には、複数の溝からなる溝部が形成されていること
　を特徴とする毛髪化粧料用トレイ。
【請求項２】
　請求項１に記載の毛髪化粧料用トレイと、
　先端が同一直線上又は同一平面上に位置する複数の棒状部材を有する塗布部が形成され
た毛髪化粧料塗布具と、
　を備えることを特徴とする毛髪化粧料塗布セット。
【請求項３】
　前記毛髪化粧料塗布具は、長尺状の部材であって長尺方向先端位置に前記塗布部が形成
されており、長尺方向に渡って全体的に湾曲した形状であること
　を特徴とする請求項２に記載の毛髪化粧料塗布セット。
【請求項４】
　前記毛髪化粧料塗布具の側面には長尺方向に沿って直線状の部分が形成されていること
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　を特徴とする請求項２又は請求項３に記載の毛髪化粧料塗布セット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪化粧料用トレイ、及び、こうした毛髪化粧料用トレイと毛髪化粧料塗布
具とを備える毛髪化粧料塗布セットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば二剤混合式の染毛剤や脱色剤などの毛髪化粧料を毛髪に塗布する際には、
毛髪化粧料の第１剤及び第２剤を使用直前に毛髪化粧料用トレイで混合し、毛髪化粧料塗
布具を用いて毛髪に塗布することが一般的である。
【０００３】
　毛髪化粧料塗布具としてはブラシ、コーム、ハケなどが用いられる。ハケは線状（毛状
）部材を束ねて塗布部を形成したものであるため、複数の棒状部材で塗布部を形成したブ
ラシやコームに比べて塗布部自体が変形しやすく、毛髪化粧料用トレイから毛髪化粧料を
すくい出しやすいという利点があるものの、毛髪に塗布した毛髪化粧料を必要以上にそぎ
取ってしまうため、塗布性に問題があった。
【０００４】
　この点、ブラシやコームであれば毛髪化粧料が適度に毛髪に残るため塗布性は良好であ
るが、毛髪化粧料用トレイから毛髪化粧料をすくい出しにくいという問題があった。
　そこで、毛髪化粧料塗布具におけるブラシ部の外形と整合する形状の溝部を形成した毛
髪化粧料用トレイが提案されている（特許文献１参照）。このような毛髪化粧料用トレイ
を用いれば、毛髪化粧料を溝部に集めることで、平らな面に集める場合に比べて毛髪化粧
料を高く堆積させることが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１１４８８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載のように毛髪化粧料用トレイに溝部を形成したもので
は、毛髪化粧料塗布具を用いて毛髪化粧料をすくい出す前に毛髪化粧料を溝部に集める作
業が必要となるため使い勝手が悪いという問題がある。
【０００７】
　本発明は、こうした問題にかんがみてなされたものであり、毛髪化粧料をすくい出しや
すくすることのできる毛髪化粧料用トレイ及び毛髪化粧料塗布セットを提供することを目
的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明の毛髪化粧料用トレイは、底壁と、底壁の周
縁からその上面を囲むように延びる側壁とによって毛髪化粧料の収容空間が形成されたも
のである。そして、この毛髪化粧料用トレイは、側壁として、底壁の上面から１２０～１
７０°の角度で傾斜した傾斜平面を形成する側壁を備える。
【０００９】
　このような毛髪化粧料用トレイによれば、従来の毛髪化粧料用トレイに形成される側面
に比べて傾斜が緩やかな傾斜平面が形成されているため、ブラシやコームにより毛髪化粧
料を塗布する毛髪化粧料塗布具であっても収容空間の毛髪化粧料を傾斜平面に沿って容易
にすくい出すことができる。
【００１０】
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　ところで、傾斜平面に沿って毛髪化粧料をすくい出した際に、余分にすくい出された毛
髪化粧料がそのままトレイの外へ流れ出てしまうことが考えられる。そこで、例えば、傾
斜平面の上端に段部が形成されていてもよい。このような毛髪化粧料用トレイによれば、
傾斜平面を登った毛髪化粧料がいったん段部に溜まるため、毛髪化粧料塗布具を用いて余
分にすくい出された毛髪化粧料がそのままトレイの外へ流れ出てしまうことを防ぐことが
できる。
【００１１】
　次に、本発明の毛髪化粧料塗布セットは、上記毛髪化粧料用トレイと、先端が同一直線
上又は同一平面上に位置する複数の棒状部材を有する塗布部が形成された毛髪化粧料塗布
具とを備えるものである。このような毛髪化粧料塗布セットによれば、毛髪化粧料塗布具
のコーム又はブラシの先端を傾斜平面に当接させつつ毛髪化粧料を効率よくすくい出すこ
とができる。
【００１２】
　特に、例えば、毛髪化粧料塗布具が、長尺状の部材であって長尺方向先端位置にコーム
又はブラシが形成されており、長尺方向に渡って全体的に湾曲した形状であれば、毛髪化
粧料をすくい出す際に毛髪化粧料用トレイの側壁と干渉しにくくすることができる。
【００１３】
　加えて、例えば、毛髪化粧料塗布具の側面に長尺方向に沿って直線状の部分が形成され
ていれば、その直線状の部分をヘラとして用いることにより、傾斜平面に残存した毛髪化
粧料をすくい出しやすくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態の毛髪化粧料用トレイの斜視図である。
【図２】実施形態の毛髪化粧料用トレイの外観形状の説明図であり、（ａ）は平面図、（
ｂ）は短手方向に沿って見た側面図、（ｃ）は長手方向に沿って見た側面図である。
【図３】実施形態の毛髪化粧料塗布具の斜視図である。
【図４】実施形態の毛髪化粧料塗布具の外観形状の説明図であり、（ａ）は平面図、（ｂ
）は側面図、（ｃ）は背面図である。
【図５】変形例の毛髪化粧料塗布具の側面形状の説明図であり、（ａ）はヘラ部の湾曲内
側に溝部を形成したもの、（ｂ）はヘラ部が湾曲内側に膨らんだ形状のものである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明が適用された実施形態について、図面を用いて説明する。
　図１は実施形態の毛髪化粧料用トレイ１０の斜視図である。また、図２はこの毛髪化粧
料用トレイ１０の外観形状の説明図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は短手方向に沿って
見た側面図、（ｃ）は長手方向に沿って見た側面図である。また、図３は実施形態の毛髪
化粧料塗布具５０の斜視図である。また、図４はこの毛髪化粧料塗布具５０の外観形状の
説明図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は背面図である。
【００１６】
　毛髪化粧料用トレイ１０は、二剤混合式の染毛剤や脱色剤などの毛髪化粧料の第１剤及
び第２剤を混合する容器として用いられるものであり、第１剤及び第２剤が充填された２
つのチューブ容器（図示せず）や、毛髪化粧料の混合及び毛髪への塗布に用いる毛髪化粧
料塗布具５０等とともに、外箱に収容された状態で（セットで）流通する。
【００１７】
　この毛髪化粧料用トレイ１０は、合成樹脂（例えばポリプロピレン）製のシートを金型
で容器状に成型することにより、毛髪化粧料の収容空間が形成されたものである。具体的
には、矩形状（詳細には後述する側壁１４側の幅を側壁１５側に比べて狭くした形状）の
底壁１１と、底壁１１の上面を四方から囲むようにその周縁から上方へ延びる４つの側壁
１２，１３，１４，１５とによって毛髪化粧料の収容空間が形成されている。また、側壁
１２，１３，１４，１５の上端部には、剛性を高めるための鍔部１６が形成されている。
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【００１８】
　そして、４つの側壁１２，１３，１４，１５のうち、１つの側壁１５は、他の側壁１２
，１３，１４に比べて緩やかな角度で延びており、側壁１５の内面（収容空間側の面）に
は、底壁１１の上面に対して緩やかな角度の傾斜平面が幅方向全域に形成されている。な
お、底壁１１の上面に対する傾斜平面の角度は１２０～１７０°の範囲内であることが好
ましく、より好ましくは１２５～１５５°、更に好ましくは１３０～１５０°の範囲内で
あることが好ましい。本実施形態では１３２°（換言すれば４８°の勾配）としている。
【００１９】
　また、この側壁１５における傾斜平面の上端には、鍔部１６の形成位置よりも低い位置
に、傾斜平面の上端から底壁１１と平行に延びる段部３１が形成されており、段部３１は
上方へ延びる段部側壁３２を介して鍔部１６と連結されている。
【００２０】
　この段部３１における短手方向の両側には、短手方向に沿った複数（この例では各２本
）の溝からなる溝部３１ａが形成されている。また、段部側壁３２の上部には、上下方向
に沿った複数の溝からなる溝部３２ａが形成されている。さらに、長手方向に沿った２つ
の側壁１２，１３のそれぞれには、段部３１側の上部に上下方向に沿った複数（この例で
は各４本）の溝からなる溝部１２ａ，１３ａが形成されている。
【００２１】
　なお、底壁１１には、底壁１１における４箇所の点を下向きに突出させることにより４
つの足１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄが形成されている。また、毛髪化粧料用トレイ１
０の外面にはシボ加工が施されている。
【００２２】
　一方、毛髪化粧料塗布具５０は、毛髪化粧料を毛髪（特に生え際やヒゲなどの短い毛髪
）に塗布するためのものである。具体的には、この毛髪化粧料塗布具５０は、可撓性を有
する長尺板状の部材であって、側面視（図４（ｂ））で長尺方向に渡って全体的にやや湾
曲した形状となっており、長尺方向の一端にはブラシ部６０が形成されている。また、長
尺方向中央部にはつまみ部８０が形成されており、ブラシ部６０とつまみ部８０とはヘラ
部７０を介して連結されている。さらに、つまみ部８０を挟んだヘラ部７０の反対側には
柄部９０が形成されている。なお、これらブラシ部６０、ヘラ部７０、つまみ部８０及び
柄部９０は、合成樹脂により一体成型されている。
【００２３】
　つまみ部８０は、毛髪化粧料塗布具５０の使用時に指（例えば親指と人差し指）でつま
んで持つための部分である。このつまみ部８０は、側面視で湾曲内側（図４（ｂ）でいう
下方）に板厚が膨らんだ形状（幅方向の厚みは一定）となっており、ヘラ部７０や柄部９
０に比べて板厚が厚く形成されている。なお、つまみ部８０の厚み（つまみ部８０におい
て最も厚い部分の厚みの意味。以下同じ。）は３．０～１０．０ｍｍの範囲内であること
が好ましく、本実施形態では５．０ｍｍとしている。
【００２４】
　また、つまみ部８０は、平面視（図４（ａ））で長尺方向中央へ向かって徐々に幅が狭
くなるように形成されており、そのくびれ部には複数本（この例では５本）の線状凸部か
らなる滑り止め８１が全周に渡って形成されている。さらに、つまみ部８０の外面（湾曲
外側の面）８２には、長尺方向に沿って幅方向中央部に凹んだ凹部８３が形成されている
（図３の部分拡大図参照）。
【００２５】
　一方、ヘラ部７０は、平面視で矩形状（詳細にはつまみ部８０側からブラシ部６０側に
向かって徐々に幅が狭くなる形状）の平板状の部分であり、板厚が一定であってつまみ部
８０よりも板厚が薄く、ブラシ部６０に外力が加わった際に撓むことで皮膚への刺激を緩
和する役割を果たす。
【００２６】
　なお、ヘラ部７０の幅及び厚みはそれぞれ１５．０～２５．０ｍｍ、１．０～３．０ｍ
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ｍの範囲内であることが好ましく、本実施形態では、幅狭部（ブラシ部６０側）の幅及び
厚みをそれぞれ１８．５ｍｍ、１．７ｍｍとし、幅広部（つまみ部８０側）の幅及び厚み
をそれぞれ２０．０ｍｍ、１．７ｍｍとしている。ここで、ヘラ部７０の厚みに対する幅
の比（幅／厚み）は、６．０～２５．０（好ましくは８．０～２０．０）の範囲内である
ことが好ましく、本実施形態では幅狭部が１０．９（＝１８．５／１．７）、幅広部が１
１．７（＝２０．０／１．７）となっている。また、ヘラ部７０を良好に撓ませるには、
ヘラ部７０の厚みに対するつまみ部８０の厚みの比が１．１～１０．０（好ましくは２．
０～８．０）の範囲内であることが好ましく、本実施形態では２．９４（＝５．０／１．
７）となっている。
【００２７】
　また、ヘラ部７０は、その外面（湾曲外側の面）７１の面積が広いため、毛髪に塗布し
た毛髪化粧料を伸ばすのに適している。また、その側面７２が直線状に形成されているた
め、毛髪化粧料用トレイ１０に残った毛髪化粧料をすくい取りやすい。
【００２８】
　一方、ブラシ部６０は、ヘラ部７０よりも板厚を増した平板状の基台部６１と、基台部
６１における先端側の板厚面から先端の延長方向（長尺方向）へ延びる複数（本実施形態
では７本×２列＝１４本）の棒状部材６２，６２，…とからなる。なお、基台部６１の厚
みは３．０～７．０ｍｍの範囲内であることが好ましく、本実施形態では４．５ｍｍとし
ている。また、ヘラ部７０を良好に撓ませるには、ヘラ部７０の厚みに対する基台部６１
の厚みの比が１．０～７．０の範囲内であることが好ましく、本実施形態では２．６５（
＝４．５／１．７）となっている。
【００２９】
　また、基台部６１は、ヘラ部７０に対して湾曲内側に折曲されている。なお、ヘラ部７
０に対する基台部６１の折曲角度は１００～１７０°の範囲内であることが好ましく、本
実施形態では１４６°に設定されている。
【００３０】
　棒状部材６２，６２，…は、同一形状同一長さであって互いに平行に複数突出しており
、先端が同一平面上に位置する。ここで、幅方向端部の棒状部材６２は、基台部６１の板
厚面における幅方向最端部に形成されている。つまり、棒状部材６２、基台部６１及びヘ
ラ部７０の幅方向端部が平面視で直線状に（段差を設けずに）形成されており、毛髪化粧
料用トレイ１０に残った毛髪化粧料を毛髪化粧料塗布具５０の側面ですくい取りやすくな
っている。
【００３１】
　また、側面視においても同様に、棒状部材６２は、基台部６１の板厚面における厚み方
向最端部に形成されている。つまり、棒状部材６２及び基台部６１の厚み方向端部が側面
視で直線状に（段差を設けずに）形成されており、ヘラ部７０の外面７１で毛髪化粧料を
毛髪に塗布する際に基台部６１の先端角部で毛髪化粧料がそぎ取られにくくなっている。
【００３２】
　一方、柄部９０は、つまみ部８０を指でつまんだ際に他の指や手のひらに当接すること
で毛髪化粧料塗布具５０を安定的に把持できるようにするための部分であり、平面視で矩
形状（詳細にはつまみ部８０側から先端部９１側に向かって徐々に幅が狭くなる形状）の
板状（若干湾曲した曲板状）に形成されている。また、柄部９０は、先端部９１がヘラ部
７０よりも幅が狭く形成されているため、毛髪に塗布した毛髪化粧料を細かな部分に伸ば
すのに適している。特に、柄部９０は、板厚が一定であってつまみ部８０よりも板厚が薄
いため、柄部９０の先端部９１に外力が加わった際に撓むことで皮膚への刺激が緩和され
る。
【００３３】
　なお、柄部９０の幅及び厚みはそれぞれ１０．０～１６．０ｍｍ、１．０～３．０ｍｍ
（幅／厚み＝３．３～１６．０）の範囲内であることが好ましく、本実施形態では、幅狭
部（先端側）の幅及び厚みをそれぞれ１０．５ｍｍ、１．５ｍｍとし、幅広部（つまみ部
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８０側）の幅及び厚みをそれぞれ１５．０ｍｍ、１．５ｍｍとしている。また、柄部９０
を良好に撓ませるには、柄部９０の厚みに対するつまみ部８０の厚みの比が１．１～１０
．０の範囲内であることが好ましく、本実施形態では３．３３（＝５．０／１．５）とな
っている。
【００３４】
　以上説明したように、本実施形態の毛髪化粧料用トレイ１０によれば、底壁１１の上面
に対して緩やかな角度の傾斜平面が形成されているため、ブラシ部６０により毛髪化粧料
を塗布する毛髪化粧料塗布具５０であっても収容空間の毛髪化粧料を傾斜平面に沿って容
易にすくい出すことができる。特に、傾斜が平面で形成されているため、曲面で形成され
ている場合に比べ、底壁１１と側壁１５とによって形成される曲げＲを小さくすることが
でき、落下等により凹みにくくすることができる。しかも、傾斜平面の上端に段部３１が
形成されており、傾斜平面を登った毛髪化粧料がいったん段部３１に溜まるようにしてい
るため、毛髪化粧料塗布具５０を用いて余分にすくい出された毛髪化粧料がそのままトレ
イの外へ流れ出てしまうことを防ぐことができる。
【００３５】
　また、底壁１１には、下向きに突出した４つの足１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄが形
成されているため、毛髪化粧料用トレイ１０を載置した際に滑りにくくすることができる
。さらに、毛髪化粧料用トレイ１０の外面はシボ加工が施されているため、毛髪化粧料用
トレイ１０を手に持って使用した場合にも手から滑り落ちにくくすることができる。加え
て、段部３１の近傍には溝部１２ａ，１３ａ，３１ａ，３２ａにより滑り止めが形成され
ているため、毛髪化粧料用トレイ１０を指でつまんで持った場合にも滑りにくくすること
ができる。しかも、段部３１の溝部３１ａにより傾斜平面を登った毛髪化粧料が段部３１
に保持されやすくすることができる。
【００３６】
　一方、本実施形態の毛髪化粧料塗布具５０では、ブラシ部６０により毛髪化粧料を毛髪
に塗布するため、ハケのように毛髪に塗布した毛髪化粧料を必要以上にそぎ取ってしまう
ことがなく、効率よく塗布することができる。特に、棒状部材６２，６２，…の先端が同
一平面上に位置するため、棒状部材６２，６２，…の先端を傾斜平面に当接させつつ毛髪
化粧料を効率よくすくい出すことができる。しかも、ブラシ部６０がヘラ部７０に対して
湾曲内側に折曲されているため、極力腕を上げずに自然な持ち方で塗布作業を行うことが
できる。
【００３７】
　また、この毛髪化粧料塗布具５０では、ブラシ部６０とつまみ部８０とがこれらに比べ
て板厚の薄いヘラ部７０によって連結されているため、ブラシ部６０により毛髪化粧料を
毛髪に塗布する際に、ヘラ部７０の適度な撓みを感じつつ毛髪化粧料をしっかりと塗布す
ることができ、皮膚への刺激を緩和することができる。特に、つまみ部８０がヘラ部７０
よりも板厚が厚く形成されているため、毛髪化粧料塗布具５０が全体的に撓むのではなく
、ヘラ部７０を集中的に撓ませることができる。しかも、ヘラ部７０の外面を利用して毛
髪に塗布した毛髪化粧料を効率よく伸ばすことができる。また、棒状部材６２、基台部６
１及びヘラ部７０の幅方向端部が平面視で直線状に形成されているため、直線状の部分を
ヘラとして用いることにより、傾斜平面に残った毛髪化粧料を容易にすくい取ることがで
きる。
【００３８】
　また、この毛髪化粧料塗布具５０は、長尺方向に渡って全体的に湾曲しているため、毛
髪化粧料用トレイ１０から毛髪化粧料をすくい出す際に側壁１５と干渉しにくくすること
ができる。特に、つまみ部８０が湾曲内側に膨らんでいるため、つまみ部８０の湾曲内側
の面と柄部９０の湾曲外側の面とで把持することにより、柄部９０自体の板厚が薄くても
厚みのある部材と同様の感覚で把持することができる。また、つまみ部８０の外面８２に
おける幅方向中央部に長尺方向に沿って凹部８３が形成されているため、つまみ部８０へ
流れてきた毛髪化粧料がつまみ部８０の幅方向外側から垂れ落ちないようにガイドするこ
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とができる。しかも、凹部に指を置くことでつまみ部８０をつまみやすくすることができ
る。また、つまみ部８０には、平面視でくびれ部が形成されており、板厚も厚いため、側
面をつまむ場合にも安定して把持することができる。
【００３９】
　また、この毛髪化粧料塗布具５０では、柄部９０がヘラ部７０よりも幅が狭く、かつ、
つまみ部８０よりも板厚が薄く形成されているため、その先端部を利用して毛髪化粧料を
細かな部分に効率よく伸ばすことができ、その際の皮膚への刺激を緩和することができる
。
【００４０】
　なお、本実施形態では、毛髪化粧料用トレイ１０、底壁１１、側壁１２，１３，１４，
１５及び段部３１が、特許請求の範囲の毛髪化粧料用トレイ、底壁、側壁及び段部にそれ
ぞれ相当する。また、毛髪化粧料塗布具５０及びブラシ部６０が、特許請求の範囲の毛髪
化粧料塗布具及び塗布部にそれぞれ相当する。
【００４１】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上記実施形態に限定されるこ
となく、種々の形態を採り得ることは言うまでもない。
　例えば、上記実施形態では、傾斜平面の上端に段部３１が形成された毛髪化粧料用トレ
イ１０を例示したが、これに限定されるものではなく、段部３１を形成しないようにする
ことも可能である。
【００４２】
　また、上記実施形態では、４つの側壁１２，１３，１４，１５のうちの１つにのみ傾斜
平面が形成されているが、これに限定されるものではなく、２つ以上の側壁に傾斜平面を
形成することも可能である。
【００４３】
　一方、上記実施形態では、棒状部材６２，６２，…が２列設けられたブラシ部６０を塗
布部として備える毛髪化粧料塗布具５０を例示したが、これに限定されるものではなく、
棒状部材を３列以上設けたものとすることも可能であり、逆に、棒状部材を１列のみ設け
たもの（コーム）とすることも可能である。そして、コームの場合には棒状部材の先端が
同一直線上に位置した形状とすることで、傾斜平面に当接させつつ毛髪化粧料を効率よく
すくい出すことができる。
【００４４】
　また、上記実施形態では、ヘラ部７０の厚みを一定に形成しているが、これに限定され
るものではない。例えば、図５（ａ）に示すように、ヘラ部７０の湾曲内側の面に幅方向
に沿った溝部７３を形成してもよい。このような形状（換言すれば、板厚の異なる板状部
が長尺方向に沿って交互に連結された形状）にすれば、溝部７３が形成された部分におい
てヘラ部７０をより撓みやすくすることができる。一方、図５（ｂ）に示すように、ヘラ
部７０の湾曲内側が膨らんだ形状（幅方向の厚みは一定）にすれば、ヘラ部７０に指を固
定しやすくすることができる。なお、上記実施形態で説明したヘラ部７０の厚みに関する
好ましい範囲は、ヘラ部７０の撓みやすさに関するものであるため、図５（ａ），（ｂ）
のようにヘラ部７０の厚みが一定でない場合には、ヘラ部７０において最も薄い部分（最
も撓みやすい部分）の厚みをヘラ部７０の厚みと捉えればよい。なお、この点は柄部９０
についても同様であり、柄部９０の厚みが一定でない場合には、柄部９０において最も薄
い部分（最も撓みやすい部分）の厚みを柄部９０の厚みと捉えればよい。
【００４５】
　また、上記実施形態では、柄部９０が板状に形成された毛髪化粧料塗布具５０を例示し
たが、これに限定されるものではなく、板状以外の厚みのある形状とすることも可能であ
る。
【００４６】
　さらに、上記実施形態では、毛髪化粧料塗布具５０の材質として合成樹脂を例示したが
、これに限定されるものではなく、例えばエラストマーを用いることも可能である。
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【符号の説明】
【００４７】
　１０…毛髪化粧料用トレイ、１１…底壁、１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄ…足、１２
，１３，１４，１５…側壁、１２ａ，１３ａ，３１ａ，３２ａ…溝部、１６…鍔部、３１
…段部、３２…段部側壁、５０…毛髪化粧料塗布具、６０…ブラシ部、６１…基台部、６
２…棒状部材、７０…ヘラ部、７１…外面、７２…側面、８０…つまみ部、８１…滑り止
め、８２…外面、８３…凹部、９０…柄部、９１…先端部
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【図３】 【図４】

【図５】
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